社会生活に必要な言語力を高める学習指導の在り方：言語活動例の実践を通して（第57回（平成24年度）公開研究発表会　国語科発表要項） by 荒川,卓士 et al.




















こうした現状を踏まえ，今回の平成 20年 3月に告示された中学校学習指導要領の第 1


































































































































時 主たる学習内容 指導上の留意点 評価内容 評価方法
• 9tイクルの問題に関する一つの論説文を -適宜，漢字や語句を確認 関心・意欲 観察
Yイ読み，内容のあらましをとらえる。 させる。 -態度① 作業用紙






2 • jJ"イゲンスとは異なる説明文を読み，内 -適宜，漢字や語句を確認、 関心・意欲 観察
3 容のあらましをとらえる。 させるロ -態度① 作業用紙
4 -批評文の書き方を確認する。 -構成例を示し，型を与え 書く能力① 作品分析
5 る。 言語につい
• j(イゲンスで確認した批評の観点を用い -優れた点と改善すべき点 ての知識・
て批評文を書く。 を見つけさせる。 理解・技能
① 
6 -他の生徒の書いた批評文を評価する。 . ')(イゲンス部分における批 書く能力② 観察
-活動を振り返る。 評の観点を想起させる。 作業用紙
-22一
































指時潟徴I学留材 文糧 A隠すこと・UIくこと ~1!Jくこと caむこと 宮 面ア !1U画e 百 Eウ
ア イ ウ :J:1:r ア イ ウ エオ ア イ ウ ヱ才 (ア I(イ}|【ア)1(イ I(ウ}I(エ
木とともに人とともに 鈴 。 。
伝えたいと思うから 随筆 。。 。 3 1
4 
短取を楽しむ 短歌 。 。。 。 4 
短敬のリズムで表現しよう 創作 。。 。2 
日本宿探倹1共通錨と方冨 コラム 。 。
文法の窓1敬路 コラム 。 。 2 
5 字のない議書 陪2医 。。。 。 3 1I
Z慎重陸ホー ムラン 1、脱 。。 。 3 
漢字道場1形の似た浪字 コラム 。。
文法の窓2 用宮の活用 コラム 。 2 
周き取って吟味しよう コラム 。。。 。 4 
6 
食の世界遺産-&Oli 鋭明文 。。。 。 4 














本年度の公開研究発表会において， 3学年 fA 話すこと・聞くこと」の授業を公開し
たが，その際の指導方針として， f話し合いの中の述べ方(訊き方，応じ方，話し方等)
を自己点検させるため，どのように話し合えばよいのかという誌んゑ心£却設ふ島第ゑゑ

























時間 井寸Zム 習 t舌 動 評 価 規 準 評価の主体・方法
1 . 教材 VTRゑ視聴し」議 . 話し合いを，効果的に進め 観察(発言・態度)
(γィ し合いの良い点・問題点ι る発話の仕方や，互いの意見 作業用紙への記入
寺号 J、 ヱいて匙認ゴ;ゑa を生かし合うための方法につ 状況
(観点の形成) いて分析・評価している。. 合意形成を目指す話し合 . 合意形成における留意点を 作業用紙への記入
いの成否を決めるポイント 上記，分析・評価の結果から， 状況
について確認する。 選び出している。
1 . 運動会応援看板としてふ . 課題の解決に向けて，話し 観察 (ICレコー ゲー )
さわしい条件についてfルー 合いの進め方を工夫して話し 作業用紙への記入
7
0 デイスカッションを行う。 合っている。 状況. 自分たちの話し合いり録 . 話し合いの中の述べ方が適 観察(発言・態度)
葺.を.極主 ~..!振り返り.を.行立且 切かどうかを分析・評価し， 自己評価用紙への
( 1回目) 改善点を指摘している。 記入状況




1 自分たちの話し合じ。怠握刀主主. 自分たちの行った話し合い 観察(発言・態度)
Eえを見てJ 話し合い の内容・表現が適切であった 作業用紙への記入



















































































































































































































































①② 的資チ友人の好感度を上げるという目 ①漢使目的に応外じて和意な語のために活，話用 し方を工夫したり 語・来 ど
を通 料をなどを したりしてスピー の い分けに語注 し
想うにを てスピーチをしてい











ス -注な文身書の内容を確認し， 具体聞 -注 プロフ
的き出す中。 をクライアントから ィー チにお
いて いたい
こと
2 -ア夫ウトラ方インの立て方，構成 -説明プリン立トに方よりア 関心・①意欲 観作察業用紙の工の仕を知る。 解ウトラインの て を理 -態度
させる。
3 -ワー ドスアアウウトラインから セ -付用築紙とワークシー整ト話能言力す語① ・聞く 観作察業用紙4 ンテン トラインを作成 を いて，話の材料を







話能力す②・聞く 観作業察用紙を加すえる。その反応により，修正 ライ 表
をる。 させ
原稿
6 -スピーチ発表会を行う。 -臆衆さピせーかるチら。後の質問を受け 能話力す②・聞く VTR 7 付け









皆は話を聞いていた(興味を引けた) A B C 
話の構成を工夫することができた。 A B C 
聴衆の様子を見て，話の途中で工夫をすることができた A B C 
クライアントは，満足してくれた A B C 
ベアを組んだ相手と建設的に話し合えた A B C 
次の各項目は，授業中の活動や考えについてのものです。この項目をよく読み，あなたのこの 8時間の授業中
の活動や考えがどうであったかを思い出して，はい・いいえのいずれかで答えてください。
質 問 項 目 答え(どちらかに0)
0としこたのも，の友だ人、っのた好。感度を上げるための紹介の授業は， 自分にとって楽しく生き生き はし、 いいえ
0 この授業でやったこと(話し方・聞き方，話の構成の工夫)は.だいたい理解した。 はし、 いいえ
0 この授業で，自分なりに考えたり工夫することができた。 はし、 いいえ
0 この授業に対して，真剣に取り組むことができた。 はい いいえ
0 この授業で，他の人たちの考えを十分に理解することができた。 lまし、 いいえ
0で役こ立のて授よ業うでとや思っったたこ。 とに対して， これからも自分で工夫してみたり， 実際の生活 l立:lt、 いいえ
感想・先生への要望(自由記述)
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・宇都宮大学教育学部附属中学校 :W第53 ， 54 ， 55回公開研究発表会発表要項~ ，平成20，21，22年
・し E.パー ク， A.ウインスラ-: Wヴィゴツキーの新・幼児教育法一幼児の足場づくりー』
北大路書房， 2001年
・ヴィゴツキー:W思考と言語l 新読書社， 2001年
・村松賢一 :W対話能力を育む話すこと・聞くことの学習一理論と実践一~ ，明治図書， 2001年









• D.W.ジョンソン・ R.T.ジョンソン・ E.J.ホルベック:W学習の輪(改訂新版)~ ，二瓶社， 2010年
・梶田叡一 :W教育評価〔第 2版)~，有斐閣双書， 1997年
資料 1 (生徒作品)
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